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ま
ち

づ
く
り

文
化
講

演
会

は
、

好
間
町

を
中

心
と
し
た
地
域

に

ま
つ
わ

る
歴

史
や
文
化
を
知

る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
「
ま
ち
づ

く

り
」

に

対

す

る

意

識

の

高

揚

を

図

る

こ

と

を

目

的

に
、

好

間

ふ
る
さ

と
振

興
協
議
会
を
は

じ

め
各
種

団
体

の
皆
様
の
ご
協

力

を

い

た

だ

き

な

が

ら
、

毎

年

開

催
し
て
い
ま
す
。
 

 
今
回

の
ま

ち
づ
く
り
文
化

講

演

会

は
、

三

月

八

日

に

好

間

公

民

館

で
、

草

野

心

平

記

念

文

学

館
・
主

任
学

芸
員
の
長
谷
川

由

美
先
生
を
迎
え
、
「
吉
野
せ
い
作

品

の

舞

台

 

い

わ

き

市

好

間

町
」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

 
先

生
か
ら
は
、
好

間

町
北
好

間
の
菊
竹
山
に
暮
ら
し
た
吉
野

せ
い

の
生
涯
を
、
夫

の

三
野
混

沌
、
交

友
の
あ
っ
た

草

野
心
平

と
の

関
係
に
ふ
れ

な

が
ら
、
地

域
の
偉
人
た
ち
が
歩
ん
だ
人
生

を
、
ス

ラ
イ
ド
を
用

い

て
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

 
会
場
に
は
八
十
人
を
超
え
る

多
く

の
方
々
が
来

場

し
、
ス
ラ

イ
ド

に
見
入
り
な

が

ら
、
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 

聴

講

さ

れ

た

方

か

ら

は
、

「
吉
野

せ
い
を
は
じ

め

と
す
る

地
域

に
縁
の
あ
る

文

学
者
や
、

作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
菊
竹
山

な
ど

の
貴
重
な
財

産

を
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

き
た

い
」
と
い
う
感

想

が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
 

分かりやすく解説する長谷川先生 

夏井先生の講義に 
耳を傾ける受講生 

「誓いの言葉」を述べる新成人代表 

大いに盛り上がった記念行事 

渡邊先生の伴奏に合わせて熱唱 

みんな仲良し「ちびっこ学級」 

スライドに見入る来場者 

ち
び
っ
こ
学
級
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セ

ミ

ナ
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思い思いの作品を制作 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
の
昔
ば
な
し

や

伝

承
 

 
「

地

域

の

昔

ば

な

し

や

伝

承
」

は
、

地

域

や

日

常

生

活

に

伝
わ
る
昔
ば
な
し
や
行
事
な
ど

を
学
習
す
る
講
座
で
す
。
 

 
い
わ
き
地
域
学
會
・
副
代
表

幹
事
の
夏
井
芳
徳
先
生
を
講
師

に

迎
え
、
昨
年
十

二
月

十
七
日

か
ら
二
月
ま
で
の
全
五
回
開
催

し
ま
し
た
。
 

 

本
講
座
で
は
、

昔
ば

な
し
や

行

事
等
を
題
材

に
、
意

味
や
こ

れ
ら
を
継
承
し
て
き
た
先
人
の

思
い
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

 

先
生
か
ら
は
、

昔
ば

な
し
の

解

説
だ
け
で
な

く
、
当

時
の
時

代
背
景
や
昔
ば
な
し
に
隠
さ
れ

た

裏
話
、
な
ぜ
そ

の
よ

う
な
形

で

伝
わ
っ
た
の

か
な

ど
、

興
味

深
い
内
容
の
講
義
を
い
た
だ
き
、

受
講
生
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
 

 
平

成
二
十
七
年
好
間
地
区
成

人

式

を
、

一

月

十

一

日

に

好

間

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

 

式

当

日

は
、

色

鮮

や

か

な

振

り
袖
や
羽
織
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
姿

の
新
成
人
七
十
五
人
が
出
席
し
、

同
級

生
や
中
学
校
時
代
の
恩
師

と
の
再
会
を
歓
び
ま
し
た
。
 

 

式

典

は
、

厳

粛

な

雰

囲

気

の

中

で

執

り

行

わ

れ
、

清

水

敏

男

市

長

か
ら
新
成
人
に
激
励
の
言

葉

が

贈

ら

れ
、

新

成

人

の

小

野

真

由

美
さ
ん
に
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
 

 

来

賓
代
表
の
大
平
洋
夫
市
議

会

議

員

か

ら

の

祝

辞

に

続

き
、

新

成

人

を

代

表

し
、

志

賀

滉

平

さ
ん
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ

ま
し
た
。
 

 
式
典
終

了
後
は
、
新

成

人
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
が
企
画
し
た

記
念
行
事
『

Ｉ
♡
Ｙ
Ｏ

Ｓ

Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ
 
～
あ

り
の
ま
ま

の

成
人

式
～
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
始
め
に
、

中
学
校
時

代

の
恩

師
の
先
生

を
囲
ん
で
、

記

念
写

真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
 

 
次
に
、
中

学
校
生
活

の

映
像

が
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し

出

さ
れ

る
と
会
場
内
に
大
き
な
歓
声
が

沸
き
起
こ

り
、
新
成
人

や

恩
師

の
先
生
方
は
当
時
を
懐
か
し
み
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
 

 
成
人
式
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
新
成
人

四
名
と
公

民

館
運

営
審
議
会
委
員
五
名
で
構
成
す

る
好
間
地
区
成
人
式
実
行
委
員

会
に
お
い

て
、
昨
年
九

月

よ
り

会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

 
多
く
の
来
賓
の
方
々
が
臨
席

さ

れ
、

地

域

を

挙

げ

て
、

二

十

歳
を
迎
え
た
新
成
人
の
門
出
を

祝
福
し
ま
し
た
。
 

 
「
好
間
寿
学
園
」
は
、
好
間
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
に
よ

り
、

生

き

が

い

づ

く

り

や
、

楽

し
い
老
後
を
送
る
た
め
の
教
養

を

高
め
る

講
座

で
、
昨

年

六

月

十
九
日
か
ら
二
月
ま
で
の
全
六

回
開
催
し
ま
し
た
。
 

 

本
講
座
で
は
、
健
康
や
趣
味
、

消
費
者
問
題
な
ど
の
分
野
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
 

 

最
終
回

の
「
寿

う
た

ご

え

喫

茶
」

で

は
、

市

民

講

師

の

渡

邊

慶

子
先
生

を
講

師
に

迎

え
、

先

生

の
伴
奏

に
合

わ
せ

て
、
昔

懐

か

し
の
歌

を
全

員
で

歌

い
、

合

間

に

温

か

い

コ
ー

ヒ
ー

や

紅

茶

な

ど
を
飲

み
な

が
ら
、

終

始

和

や
か
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
 

 
「
女
性
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
女
性

と
し
て
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送

る
た
め
の
知
識
や
教
養
を
身
に

付
け

る
講
座

で
、

昨
年

六
月
十

二
日
か
ら
二
月
ま
で
の
全
六
回

開
催
し
ま
し
た
。
 

 
本
講
座
で

は
、
健
康
や
趣
味
、

文
化
な
ど
の
分
野
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
 

 
第

四
回
の
「

チ

ャ
レ

ン
ジ
陶

芸

教

室
」

で

は
、

市

民

講

師

の

小
野
田
利
治
先
生
を
講
師
に
迎

え
、

初
め
て
陶

芸

に
挑

戦
す
る

受
講
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

し
た

が
、
手
際

よ

く
制

作
し
て

い
ま
し
た
。
 

 
後

日
、
先
生

の

手
に

よ
り
色

付
け

さ
れ
、
窯

で

焼
き

上
げ
ら

れ
た

受
講
生

の

作
品

は
、
見
事

な
出
来
栄
え
で
し
た
。
 

 
「
ち
び
っ
こ
学
級
」
は
、
親
子

で
仲
良

く

遊
び
な
が

ら
、

子
育

て
に
関
す
る
情
報
や
交
流
の
場

と
し
て
活
用
で
き
る
講
座
で
す
。

 
市
民
講
師
の
坂
本
真
由
美
先

生
を
講

師

に
迎
え
、
昨

年

五
月

十
四
日
か
ら
七
月
ま
で
の
全
六

回
開
催
し
ま
し
た
。
 

 
本
講

座
で
は
、
歌
や
手
遊
び
、

リ
ズ
ム

遊

び
を
は
じ

め
、

工
作

（

野

菜

を

使

っ

た

ス

タ

ン

プ
、

牛
乳
パ

ッ
ク
を
使
っ
た
風
鈴
）
、

お
や
つ

作

り
な
ど
、
親

子

で
楽

し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
 

 
受
講

生

は
、

親
子
の

き

ず
な

を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

 
最
終

回

で
は
、
閉
講

式

を
行

い
、
先
生

か
ら

子
ど
も

達

に
賞

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 


